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１．はじめに 

大阪府の代表的な都市河川である寝屋川では、治

水のためにコンクリートや鋼矢板による護岸が建設

されてきた。また産業優先の開発や土地利用により、

水質の悪化が顕著であり、景観に問題が生じ、悪臭

が発生するなどした。しかし現在では環境の時代に

移り変わり、人々が水と触れ合える快適な親水空間

が求められている。寝屋川では、市民が中心となっ

て親水空間をつくり出しており、水質改善が重要な

課題となっている。 

 そこで本研究では、寝屋川上流域で、晴天時、降

雨時に水質調査を行い、寝屋川の水質の現状や特徴、

土地利用との関係性、降雨の影響等について考察、

解析を行った。 

 

２．調査方法 

２．１ 水質調査ポイント（図１参照） 

調査ポイントは寝屋川の府立高専より上流で、源

泉の近く(A)、星田新池流入後(B)、たち川の中間(C)、

たち川の終点(D)、府立高専前(E)の５点で選定した。

B 地点は源泉よりも池からの流量が多くなっている

ためポイントに選定した。C、D 地点は周辺が一部

農地、E地点は住宅地である。 

２．２ 調査項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１)周辺状況（土地利用、植生など） 

(２)流量（川幅、水深、流速） 

(３)水質項目 

①有機汚濁物質・・・DO、BOD、COD、透視度 

②窒素・・・NO2
－、NO3

－、NH４＋ 

③リン・・・PO4
３－ 

④EC（電気伝導度） 

⑤pH 

 

２．３ 調査日時 

２．３．１ Ａ～Ｅの各地点 

(１)晴天時（2007年 11月 27日） 

(２)降雨翌日（2007年 11月 6日、前日に合計 13mm

の降雨） 

２．３．２ 府立高専前 

2007年 10～12月のほぼ毎日 

 

３．調査結果および考察 

図２に、降雨翌日と晴天時のそれぞれの NO2
－、

NO3
－、NH４＋の合計を無機性窒素で表し、比較した

ものを示す。晴天時の無機性窒素は源泉では低い値

を示しているが、流下するにつれて高い値を示して

いる。原因として農地の影響が考えられる。C、D 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Yuuki NINOMIYA and Aiichirou FUJINAGA 

図１ 寝屋川の水質調査ポイント 
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          図３ 高専前の E点における電気伝導度の推移 

  図２ 晴天時と降雨翌日の無機性窒素の比較 

 

地点は周辺が一部農地となっている。農地では肥料

として一般的にアンモニア態窒素が用いられる。そ

のアンモニア態窒素が河川に流出し，河川の窒素負

荷が高くなることが考えられる。また非作付期でも、

その流出した窒素類が河川の底に残っているとそこ

から流出し、窒素濃度が高くなると考えられる。1) 

府立高専前のE地点では窒素の増加が顕著になっ

ている。この原因として、Ｅ地点の流速は 0.03（m/s）

でＣ、Ｄ地点の 0.2（m/s）、0.08（m/s）より小さい

ので、Ｅ地点やその手前で物質が沈降し、その物質

から窒素類が溶出して濃度が高くなっていることが

考えられる。 

また、高専前の E点で降雨翌日と晴天時の無機性

窒素を比較すると、差がかなり大きくなっている。 

晴天時（通常時）には、前述したように河川の底

泥からの溶出が起こっていると考えられる。しかし

降雨によって、流速が上がると、滞留していた物質

が流出し、窒素類の濃度が低くなったのではないか

と考えられる。この調査は別の日にそれぞれ行った

が、この現象がその時だけのものでないことを証明

するデータがある。 

図３は高専前のポイントにおいて、一日一回ある

いは降雨の時は数回採水し、電気伝導度を測ったも

のである。降雨時には電気伝導度が低下している。   

電気伝導度はイオンの濃度を示すので、降雨で増加

した流水によって物質が流出するという前述の考察

を支持していると言える。 

また降雨量と電気伝導度は相関のある結果が出て

いるとは言えない。しかし、降雨量を降雨時間で除

した降雨強度を見ると、降雨強度が大きい時は、電

気伝導度の低下量も大きいと言える。短時間に多く

の雨が降ることで、流速が上がり大量の物質が流さ

れたのではないかと考えられる。 

 

４．まとめ 

 本研究では、都市河川の寝屋川を対象として、窒

素、リン、有機物の土地利用及び降雨による影響を

調査した。その結果以下のことがわかった。 

① 晴天時では、窒素濃度が高い。これは農地の影

響によるものと考えられる。また、流速が遅い

地点でも、窒素濃度が高い。これは沈殿した物

質からの溶出によるものと考えられる。 

② 降雨時は窒素類が流出し濃度が低くなる。また

降雨強度が大きいと、電気伝導度の低下量も大

きい。 

 今後、土地利用や降雨による

影響を定量的に表すことで、寝

屋川の水質向上に役立たせたい

と考えている。 
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